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議
員
　
都

市
を
構
成

す
る
要
素

と
し
て
、

道
路
は
重

要
で
あ
る
。
都
会
人
は
、

道
路
の
上
に
費
や
す
時

間
が
、
い
か
に
多
い
か
を

思
え
ば
、
都
会
生
活
と
道

路
と
は
切
り
離
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
駅
前
を
中
心
に
道
路

の
愛
称
を
つ
け
て
は
ど

う
か
。

都
市
整
備
部
長　

人
が

多
く
集
ま
る
駅
前
を
中

心
に
、
道
路
に
、
呼
び
や

す
い
、
親
し
ま
れ
る
愛
称

を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
に
対
す
る
利

便
性
や
街
へ
の
愛
着
心

の
向
上
だ
け
で
な
く
、
市

へ
の
来
訪
者
に
対
し
て
も

道
案
内
的
な
利
便
性
の
向

上
に
資
す
る
提
案
で
あ
る

の
で
、
具
体
の
路
線
で
、

ふ
さ
わ
し
い
愛
称
名
の
提

案
に
こ
た
え
る
対
応
を
し

た
い
。

　
議
員
　
日
常
生
活
で
何
ら

行
時
間
を
延
ば
す
と
車
両

保
守
の
時
間
が
確
保
さ
れ

な
い
と
言
う
が
、
車
両
基

地
に
は
３
４
０
両
あ
り
、

34
編
成
で
き
る
。
回
答
に

説
得
力
が
な
い
。

市
民
生
活
部
長　

こ
れ
ま

で
の
粘
り
強
い
要
望
で
、

朝
８
時
台
に
各
駅
が
一
本

と
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
の
回
答
は
い
ず
れ
も

難
し
い
と
の
こ
と
だ
が
、

利
用
者
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
今
後
も
粘
り
強
く

要
望
し
て
い
く
。

議
員
　
①
戸
田
公
園
駅
交

番
前
ト
イ
レ
は
古
く
て
狭

い
。
戸
田
の
顔
と
の
認
識

で
改
修
す
べ
き
と
き
で
あ

る
②
北
戸
田
駅
西
口
の
横

断
歩
道
は
片
側
が
書
店
入

口
と
な
る
。
利
用
者
の
動

線
に
沿
っ
た
歩
道
に
改
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

①
ト
イ

レ
は
25
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
み
、
改
修
が
必

要
と
考
え
る
。
本
市
の
玄

関
口
と
の
点
も
考
慮
し
検

討
し
て
い
く
。

都
市
整
備
部
長　

②
区
画

整
理
事
業
が
進
み
、
交
差

点
付
近
に
更
地
が
確
保
さ

れ
た
。
安
全
な
誘
導
が
可

能
か
、
工
夫
し
て
い
く
。

議
員

　
埼

京
線
運
行

時
間
の
延

長
、
通
勤

快
速
の
夜

間
の
快
速
化
に
市
長
み
ず

か
ら
Ｊ
Ｒ
大
宮
支
社
に
要

請
に
出
向
い
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
そ
の
際
の
Ｊ
Ｒ

側
の
回
答
は
、
職
員
の
労

働
条
件
な
ど
を
盾
に
後
ろ

向
き
の
内
容
が
多
く
、
不

快
に
思
う
。
も
っ
と
利
用

者
側
に
立
つ
べ
き
だ
。
運

ＪＲの回答は内向き。
　利用者側に立っていない

「利便性向上に粘り強く要望」

神谷 雄三 議員
埼
京
線
充
実

一 般 質 問

か
の
支
援
が
必
要
な
認

知
症
高
齢
者
の
推
計
は
、

平
成
24
年
段
階
で
３
０

５
万
人
に
達
す
る
。
深
刻

な
権
利
侵
害
事
例
の
増

加
は
、
成
年
後
見
制
度
な

ど
の
権
利
擁
護
施
策
の

積
極
的
な
活
用
が
求
め

ら
れ
、
判
断
能
力
が
不
十

分
な
人
の
権
利
擁
護
の

推
進
は
、
社
会
的
な
課
題

で
あ
る
。

　
市
と
し
て
、
市
民
後
見

人
の
養
成
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

成
年
後
見

人
の
親
族
以
外
の
者
へ

の
選
任
は
弁
護
士
や
司

法
書
士
等
の
専
門
職
後

見
人
で
あ
る
が
、
抱
え
る

事
案
が
多
く
、
複
雑
多
岐

に
わ
た
る
。

　

専
門
職
後
見
人
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
も
、
市

民
後
見
人
の
必
要
性
は

十
分
認
識
し
て
い
る
。

　

国
の
補
助
事
業
「
市
民

後
見
推
進
事
業
」
の
次
年

度
の
活
用
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

駅
前
中
心
に

　道
路
の
愛
称
を
つ
け
て
は

「
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
名
の
提
案
に
対
応
す
る
」

馬
場 

栄
一
郎 

議
員

ネーミング

議

員
　

自

転
車
撤
去

コ
ス
ト
は
、

戸
田
市
の

１
台
当
た

り
２
万
円
強
に
対
し
て

例
え
ば
京
都
市
で
は
１

千
円
弱
。
20
倍
以
上
の
開

き
が
あ
る
。
委
託
料
金
の

抑
制
な
ど
、
収
支
改
善
に

取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　

早
急

な
コ
ス
ト
削
減
は
難
し

い
が
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
断
水
へ
の
備
え
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
①

各
家
庭
に
お
け
る
備
蓄
は
、

正
し
い
方
法
で
実
施
す
れ

ば
、
ほ
と
ん
ど
手
間
も
コ
ス

ト
も
か
か
ら
な
い
す
ぐ
れ
た

方
法
で
あ
る
。
広
報
に
よ
る

呼
び
か
け
を
強
化
し
て
は
ど

う
か
②
マ
ン
シ
ョ
ン
や
公
共

施
設
な
ど
の
貯
水
槽
に
は
、

１
カ
所
当
た
り
数
十
ト
ン
の

水
が
常
時
貯
留
し
て
い
る

が
、
断
水
時
に
は
取
り
出
せ

な
い
た
め
利
用
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
貯
水
槽
に
あ

ら
か
じ
め
給
水
栓
を
設
置
し

て
お
く
こ
と
に
よ
り
、
断
水

時
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
に

す
る
方
法
が
あ
る
。
非
常
に

簡
便
・
安
価
な
方
法
で
あ
り
、

し
か
も
大
量
の
水
を
確
保
で

き
る
。

上
下
水
道
部
長　

①
備
蓄

の
実
態
調
査
を
行
い
、
ま

た
、
一
層
の
啓
発
活
動
を

実
施
し
呼
び
か
け
た
い
②

大
変
有
効
な
方
法
で
あ

る
。
十
分
検
討
し
た
い
。

放
置
自
転
車
対
策
事
業
の

　
　
　
　
　　収
支
改
善
を

「
早
急
に
は
難
し
い
が
検
討
す
る
」

酒
井  

郁
郎 

議
員

行政効率化
非
常
時
の
給
水
に
つ
い
て

◀
北
戸
田
駅
西
口
の
横
断
歩
道

市
民
後
見
人
の
養
成
を

          つぶやき

京
都
市
の
20
倍
の
コ
ス

ト
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
．防
災
計
画
に
『
高
齢
者
・

障
害
者
世
帯
に
家
具

転
倒
防
止
器
具
の
給

付
及
び
設
置
を
推
進

す
る
』
と
あ
る
が
、
担

当
は
、
こ
の
予
算
を
財

政
担
当
に
要
求
し
た

実
績
は
あ
る
か
。

Ａ
．実
績
は
な
い
。

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
．Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
広
聴
や
災
害

情
報
の
発
信
手
段
と

し
て
整
備
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ
．重
要
な
手
段
と
と
ら

え
て
い
る
。
今
後
の

課
題
と
し
て
研
究
し

た
い
。

※
①

※
②

※
①
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
・
・
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
等
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
利
用
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
広
げ
て
い
く
サ
ー
ビ
ス
。

※
②
広
聴
・
・
・
市
民
か
ら
広
く

意
見
を
聴
く
こ
と
。

白
河
市
・
美
里
町
と
の

議
員
交
流
で
絆
を
深
め
る

▶
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
通
り

▶
市
役
所
の
貯
水
槽

▲
白
河
市
の
議
員
と
一
緒
に

キムチづくり体験教室（美里町）▶

を
交
わ
し
ま
し
た
。

翌
日
に
は
、
戸
田
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
と
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
野

菜
の
仕
入
れ
方
や
残
飯
量
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
な
質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

ま
た
、
美
里
町
で
は
、
境
内

の
中
で
四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

巡
り
が
で
き
る
真
東
寺
、
国
指

定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
猪
俣
百
八
燈
塚
、
旧
石
器
時

代
か
ら
の
考
古
資
料
が
展
示
し

て
あ
る
遺
跡
の
森
館
を
視
察
し

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、古
い
伝
統
・

歴
史
を
大
切
に
保
存
し
て
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
交
換
会
で

は
、
市
町
の
現
状
、
課
題
を
熱

心
に
語
り
合
い
、
今
後
に
つ
な

が
る
、
心
温
ま
る
、
大
変
有
意

義
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
互
助
会
で
は
、
７
月
２
日
・

３
日
の
２
日
間
、
友
好
都
市
で
あ

る
福
島
県
白
河
市
と
の
議
員
交
流

会
を
戸
田
市
で
、
ま
た
、
７
月
27

日
に
は
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
埼
玉

県
美
里
町
と
の
交
流
会
を
美
里
町

で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。

白
河
市
と
の
意
見
交
換
会
で
は
、

白
河
市
議
会
か
ら
「
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
放
射

能
被
曝
に
対
す
る
対
策
」
に
つ
い

て
発
表
が
あ
り
、
戸
田
市
議
会
か

ら
は
「
４
常
任
委
員
会
の
平
成
23

年
の
年
間
活

動
の
成
果
」、

及
び
「
議
会

改
革
特
別
委

員
会
、
議
会

広
報
委
員
会

の
活
動
」
に

つ
い
て
発
表

を
し
、
活
発

な
質
疑
応
答


